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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
い
あ
い
』

☎
２
・
１
２
５
５

　

あ
い
あ
い
通
信
で
紹
介
し
て
い
る

事
業
は
、「
サ
ロ
マ
ゲ
ン
キ
マ
イ
レ
ー

ジ
」の
対
象
で
す
。
当
該
事
業
に
参

加
さ
れ
る
方
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
に
関
す
る
事
業
は
、
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
呂
間
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
月
の
事
業
紹
介

☆
赤
ち
ゃ
ん
相
談

▽
日
程
：
８
月
６
日（
木
）

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
来
所
し

ま
す
。
子
ど
も
の
食
事
や
離
乳
食
、
発
育

成
長
等
の
子
育
て
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

身
長
・
体
重
の
計
測
も
で
き
ま
す
の
で
、

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は｢

自
由
開
放
日｣

で

す
。
相
談
、
計
測
の
な
い
方
も
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

太
陽
の
ま
ぶ
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。
先
月
は
気
温
の
差
が
あ
り
、
体
調
管

理
に
気
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
今
月
は
、
陽
射
し
あ
ふ
れ
る
中
で

外
遊
び
、
水
遊
び
を
思
う
存
分
に
楽
し
め

る
と
良
い
で
す
ね
。

　

暑
さ
に
負
け
ず
、
夏
な
ら
で
は
の
遊
び

を
元
気
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
話『
あ
い
あ
い
』

☆
日
程
：
７
月
15
日（
水
）10
時
半
〜
11
時
半

☆
申
込
期
限
：
７
月
13
日（
月
）

　

寝
返
り
や
ハ
イ
ハ
イ
・
一
人
歩
き
と
、

行
動
範
囲
が
広
が
る
０
・
１
歳
児
の
保
護

者
を
対
象
に「
救
急
処
置
法
」に
つ
い
て
の

話
を
消
防
署
職
員
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。子

育
て
自
由
相
談
日

☆
日
程
：
７
月
16
日（
木
）10
時
〜
11
時
半

　

管
理
栄
養
士
が
お
子
さ
ん
の
食
事
や
離

乳
食
等
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

身
長
、
体
重
の
計
測
も
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自

由
開
放
日
で
す
。
相
談
の
な
い
方
も
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

パ
パ
・
マ
マ
た
ま
ご
教
室

☆
日
程
：
７
月
29
日（
水
）10
時
半
〜
11
時
半

☆
申
込
期
限
：
７
月
22
日（
水
）

　

妊
婦
と
０
・
１
歳
児
の
保
護
者
を
対
象

に「
前
向
き
子
育
て
術
」に
つ
い
て
の
お
話

を
助
産
師
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。

☆
パ
パ
マ
マ
た
ま
ご
教
室

▽
日
程
：
８
月
26
日（
水
）

　

妊
婦
と
０
歳
児
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た
保
育
士
に
よ
る「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」で

す
。

　

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。

☆
お
話　

あ
い
あ
い

▽
日
程
：
８
月
27
日（
木
）

 　

遠
軽
町
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
職
員
を

迎
え
て『
言
葉
を
育
む
関
わ
り
方
』の
お
話

と
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。
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◆交通事故発生状況（5月31日現在）
　発生　１件（－１件）　死亡　０人（±０人）
　傷者　１人（－１人）　（　）内は前年同月比
　発生件数は人身事故の件数
◆交通死亡事故ゼロ運動（6月19日現在）　893日

令和元年度交通安全標語入選作品

運転に　　スマホいじるな　　絶対に
髙
たかはし
橋　瑛

えいた

大（佐呂間小学校４年生）

※学年は令和元年度時点

飲酒運転防止のため、自動車で仲間と飲食店
などへ行く場合に、お酒を飲まない人（ハン
ドルキーパー）を決め、その人が仲間を自宅
まで送り届ける運動です。

◆「飲酒運転をしない、させない、許さない！」という
　意識を道民一人ひとりが強く持ちましょう。
◆飲酒運転は悪質犯罪である事をしっかりと認識し、
　二日酔い運転を含めた飲酒運転を根絶しましょう。

飲酒運転の根絶

ツーリング等では余裕のある安全な計画のもとに、メ
ンバー同士で交通事故について、事前に話し合いま
しょう。また、無理な追い越し・スピードの出しすぎ
に注意し、適度な休憩を取りましょう。

バイクの
交通事故防止

◆子供の飛び出しや、高齢者の道路横断にも対応でき
　る安全な速度で運転しましょう。
◆歩行者は横断歩道や信号機のある交差点が近くにあ
　るときは、その横断歩道や交差点で横断しましょう。

子供と高齢者の
交通事故防止

◆思いやりとゆずり合いの気持ちを持ち、安全運転を
　心掛け、あおり運転など危険な運転はやめましょう。
◆後部座席を含め、全員がシートベルト・チャイルド
　シートを正しく着用しているか確認しましょう。

スピードダウンと
全席シートベルト・
チャイルドシート着用

ハンドルキーパー運動の推進
北海道警察ホームページ上に、飲酒運転情報
専用メールボックス「飲酒運転ゼロボックス」
を設置していますので、ぜひ飲酒運転に関す
る情報をお寄せください。

飲酒運転ゼロボックス

夏

の

交

通

安

全

運

動

の

重

点

項

目


